
平塚ロータリークラブ 週報
Hiratsuka R.C. Weekly

例会日　毎週木曜日　12:15～13:30
会　場　グランドホテル神奈中　2F
事務局　平塚市松風町2-10 平塚商工会議所内
連絡先   0463-23-5955（事務局）　

会長 :清水 雅広　副会長 :三荒 弘道　幹事：小林 誠　クラブ会報・IT委員会委員長：相山 洋明

年　  月　  日       第　　　　回       週報第　　　　号

１．真実かどうか　２．みんなに公平か　３．好意と友情を深めるか　４．みんなのためになるかどうか

会員数　   名

会員数　   名

対象者　   名

対象者　   名

出席者　       　  名

出席者　       　  名

出席率　  　　  %

出席率　  　　  %

本　日　   月　   日

前々回　   月　   日 計        名
修
正
率

名 %MUP

2022-2023年度 RI テーマ
HIRATSUKA RC テーマ　

：イマジン ロータリー
：さぁ  奉仕の心で  動き出そう !

本日の卓話者ご紹介
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　平塚ロータリークラブの皆さまには、日頃から平塚市
政に多大なるご協力を賜り、誠にありがとうございます。
本日は、平塚市政の現状やその方向性などについて話を
いたします。

１.2022 年を振り返って
　昨年も新型コロナウイルスの感染拡大の影響は続き、
先行きの不安を払拭できない年でした。平塚市では、社
会経済活動を停滞させないための取り組みを進め、地域
経済の再生・活性化を後押ししました。

２.2023 年に向けての平塚市政
　今年は、直面するコロナ感染症の第８波を乗り切り、
コロナ克服とその後の地域づくりに向け、道筋をつけた
いと考えています。ポストコロナ社会の変化やデジタル
化・脱炭素化などの動きを捉え、将来のあり方を明らか
にする年にしていきます。

36(36) 1 37 58.73

３. 未来を見据えた平塚のまちづくり
　これまで平塚市は、人や企業から「選ばれるまち・住
み続けるまち」の実現に取り組み、その成果が表れてい
ます。
　コロナの影響による在宅勤務やテレワークなど生活ス
タイルの変化にも後押しされ、2022 年中の人口の社会
増減は転入超過が 1,676 人で、過去 30 年で最高になり
ました。また、企業の新設立地や増設などへの支援や平
塚市の将来性などが魅力となって、市内への再投資が進
んでいます。横浜ゴム、テクノリンクスの本社移転が、
また、第一三共プロファーマ、小松製作所、キヤノン、
三菱ガス化学、日本パーカライジングなどでは施設の新
設が予定されています。
　さらに、市民意識調査で「今後平塚市に住み続ける・
たぶん住み続ける」と回答した人が徐々に増え、昨年度
の調査結果は速報値で８年前の調査より 6.8 ポイント増
加し、およそ 9割となりました。

４. 活気を呼び起こすまちの動き
　平塚市が長期的な視点に立って進めてきた「２核１地
域」などのまちづくりも、形となってきました。

■「北の核」ツインシティ大神地区
　ツインシティ大神地区では、１月 28 日に土地区画整
理組合が主催する「まちびらき」が開催されます。春に
は大型商業施設が開業し、2023年度中には複数の物流施
設が順次開業する予定です。残る住宅街区の道路や公園
などの都市基盤整備も着々と進みます。

■南の核「中心市街地」
　「中心市街地」では、2024 年度の策定を目指し、平塚
駅周辺地区の将来のあるべき姿を「平塚駅周辺地区将来
構想」としてまとめます。これは、概ね20年後の平塚駅
周辺地区の姿を、市と市民が共有し、民間の投資意欲を
高め、敷地の共同化などの再開発を推進する構想にして
いきます。

■一地域である「西部地域」など

卓 話

「選ばれるまち・住み続けるまち」

平塚市長　落合　克宏

「西部地域」は、自然環境と調和した地域づくりを進め
ます。神奈川大学の跡地を考慮した土屋地区の活性化、
農業をテーマとした吉沢ゆるぎ地区の活性化などに力を
入れます。「海岸エリア」では、龍城ヶ丘への総合公園
の整備をはじめ、しっかりと安心安全対策を講じて、魅
力アップを図ります。

５. 結びに
　これまで撒いてきた数多くの施策が芽を出し、花を咲
かせ、実を結んできました。これからは、その果実を社
会に還元させると共に、未来に向けて新しい種を撒き続
けることが大切です。平塚ロータリークラブの皆さまに
は、引き続き、市政へのお力添えをお願い申し上げます。

平塚市長
落合 克宏様
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今週のお祝い

誕生日祝い・・・無し

2月 4日 ( 土 )　I.M へ移動例会
野村證券 ( 株 ) 平塚支店　支店長　大島圭吾会員
平塚商工会議所青年部　会長　水島聡子様
祝日休会

本日のスマイル 16名

現在ございません

委員会報告

◯会員研修委員会　葛西副委員長
　4/13(木)に第二回新会員研修セミナーを開催いたしま
　す。場所は商工会議所第2会議室で、18時よりです。
　新会員に限らず、多くの会員のご参加をお願い致しま
　す。

◯青少年委員会　馬上委員長
　4年振りに、3/4(土)に平塚市少年少女マラソン大会開
　催が決定いたしました。今後詳細については陸連との
　打ち合わせ後に皆様にお知らせいたします。

結婚祝い    ・・・菅沼久志会員、新堀将一会員、
      　　　　　牧野國雄会員

幹事報告

◎第 2回地区補助金説明会について
　1月28日(土)14:00より第1相澤ビルにて第2回地区補助
　金説明会が開催されます。
　白石会長エレクトと森会員が出席されます。

◎移動例会、I.M につて
　来週の例会は2月4日(土)のI.Mに移動例会となります。
　会場はホテル　サン・ライフ・ガーデンとなりますが、
　駐車場が少ないので出来るだけ車は乗り合わせて頂く
　か、平塚駅北口よりシャトルバスまたはタクシーをご
　利用願います。シャトルバスは12時15分と12時45分
　に1台ずつ出ます。帰りも17時30分1台、19時30分は
　2台出ます。
　受付開始は13時よりサン・ライフ・ガーデンの2階で
　す。お間違えの無いようお願いいたします。

◎第 2回新会員の集いについて
　2月18日(土)17時よりの地区開催第2回新会員の集いの
　参加希望者がいらっしゃいましたら早めに事務局まで
　お申し出ください。参加費￥5,000はクラブより補助い
　たします。

米山俊二会員
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